
「（仮称）町田市障がい者差別をなくし 

誰もがともに生きる社会づくり条例」（素案） 

パブリックコメント実施結果 

２０２３年１２月 

町田市地域福祉部障がい福祉課 



 

1 

 

「（仮称）町田市障がい者差別をなくし 

誰もがともに生きる社会づくり条例」（素案） 

パブリックコメント実施概要 

 

２０２３年９月に公表した、「（仮称）町田市障がい者差別をなくし誰もがともに生きる

社会づくり条例」について、市民の皆さまのご意見を募集しました。 

 

１ 意見の募集期間 

 ２０２３年９月１日（金）から２０２３年９月２９日（金）まで 

 

 

２ 意見の募集方法 

（１）以下の施設での資料閲覧・配布 

・障がい福祉課（市庁舎１階） 

・広聴課（市庁舎１階） 

・市政情報課（市庁舎１階） 

・男女平等推進センター（市民フォーラム 3階） 

・各連絡所 

・各市民センター 

・各障がい者支援センター 

・各子どもセンター 

・町田市子ども発達センター 

・教育センター 

・生涯学習センター 

・各市立図書館 

・町田市民文学館ことばらんど 

・商工会議所 

 

（２）市ホームページにパブリックコメント実施概要を掲載 

 

（３）「広報まちだ（９月１日号）」にパブリックコメント実施概要を掲載 

 

 

３ 寄せられたご意見の件数・内訳 

 電子メール、ファックス、郵送等を通じて、２９人の方から、８４件のご意見をいただ

きました。 

ご意見の項目別の内訳は次頁のとおりです。（おひとりから複数の趣旨のご意見をいた 

だいた場合は、主旨ごとに分割して集計しています。） 
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＜項目別ご意見件数＞ 

 

 

※ご意見の概要については出来る限り原文のまま記載しておりますが、個人・企業が特定

される情報については削除・修正をさせていただきます。 

※ご意見の中の「障害」ということばについては、「ひと」について使用する場合は、「障

がい」と表記しております。  

ご意見の対象（項目） 掲載ページ 件数 

条例名 Ｐ３ ２件 

第２条（定義） Ｐ３～６ １４件 

第４条～第６条（責務） Ｐ６～８ ５件 

第７条（障がい者等の役割） Ｐ８ １件 

第８条（不当な差別的取り扱いの禁止） Ｐ９ １件 

第９条（合理的な配慮） Ｐ９～１１ ９件 

第１０条（相談等） Ｐ１１～１２ ５件 

第１１条（助言又はあっせんの申立て） Ｐ１２～１３ ３件 

第１４条（勧告及び公表） Ｐ１３ １件 

条例全体 Ｐ１３～１５ ３件 

条例の理解啓発・周知方法 Ｐ１５～１７ ９件 

上記以外 Ｐ１７～２４ ３１件 

合計 ８４件 
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ご意見の概要と市の考え方 
 

〇条例名に対するご意見（２件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

１ 第一印象は、条例名が少し長いと感じました

が、思いを伝えたい意気込みを感じました。 

ご意見いただきまして、ありが

とうございました。 

２ 一般の市民にとってわかりやすい「町田市障が

い者差別解消条例」または「町田市障がい者差

別禁止条例」とする。一般市民に対する啓もう

の上でも単純でわかりやすい言葉を使った方が

良い。ちなみに韓国の法律では強制力が強いの

で「禁止」と言う言葉になっているようだ。 

町田市が目指す共生社会を実現

することを明示し、市民や事業

者の方々にその思いを浸透させ

ていくという考えから、「（仮

称）町田市障がい者差別をなく

し誰もがともに生きる社会づく

り条例」という名称としました

ので、条例名称については原案

のとおりとさせていただきま

す。 

 

〇第２条（定義）に対するご意見（１４件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

３ 第２条「（１）障がい者」にある障がい者の定

義（？）に難病患者、内部障がい者、LGBTQも

具体的に明記してください。 

この記載だと多分ですが「その他」に含めよう

と思われているのだと思いますが、すでに障が

いのピアサポーター研修に「難病」が対象にな

りまた総合支援法でも難病は対象になっていま

す。またその他とされてしまうことにより、た

だでさえ差別を受けて生きている方たちに疎外

感また障がい者の中での差別感が生まれ兼ねま

せん。特に今あげた障がいは「見えない障が

い」と言われ根性論で片付けられやすい対象の

側面を多くはらんでいます。 

そのような観点からも、具体的な名称の記載を

望みます。 

難病に起因する障がいがある者

も「障がい者」の定義に含まれ

ます。 

しかし、症状や程度により難病

に起因する障がいのない方もい

ることから、難病そのものを障

がいと規定せず、条例の定義は

原案のとおりとさせていただき

ます。 

一方で、内部障がいや難病をは

じめ、外見からはわかりにくい

障がい者への合理的な配慮につ

いては課題と捉えています。 

また、性の多様性について、町

田市は「町田市性の多様性の尊

重に関する条例」での取組みを

通じて、生きづらさの軽減、差

別や偏見の解消に加え、性の多

様性に関する社会的な理解促進

につなげたいと考えています。 

いただいたご意見は、条例解説

の記載や今後の障がい者差別解

消に向けた周知啓発の参考にさ

せていただきます。 

４ 第２条の（１）障がい者の定義について…その

他の心身の機能障がい、とある「その他」を

「内部・難病障がい、LGBTQなど」と明記して

欲しい。【理由】：その他で括られてしまうと、

その他に当てはまらないと思われてしまうため

です。現在、内部・難病や LGBTQの方々への配

慮が進められている中で明記しないことに違和

感を感じますし、逆行しているように思いま

す。 
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５ 第２条（定義）（１）障がい者 

「その他」の前に内部・難病障がい者を追記。

その他の後に（LGBTQ等）を記入。「相当」を削

除。表現が曖昧。人によって解釈が変わる。単

純に「相当な制限」とはどのようなものかわか

らない。 

 

６ 第２条（１）障がい者 「その他」を「内部・

難病障がい者・ＬＧＢＴＱなど」も明記する。 

「その他」とまとめてしまうと、わかりにくい

ハンディの人が取り残される気分になると思う

から。 

７ 第２条（定義）「（１）障がい者」 

「相当」という言葉が用いられていますが、こ

の「相当」とは主観が混じることが多く、この

主観が多くの差別を生む温床にもなっているの

で「相当」という文字はカットし「必要な合理

的配慮に対しては行政で補助を行うこと」を追

加していただきたいと考えます。 

「障がい者」の定義は、障害者

基本法及び障害者差別解消法の

規定に合わせて定義しているた

め、原案のとおりとさせていた

だきます。 

合理的な配慮の提供に関する行

政からの補助については、今後

の取組の参考にさせていただき

ます。 

 

 

８ 第２条（定義）「（１）障がい者」継続的に日常

生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態の

「相当」をカットし必要な合理的配慮に対して

は行政が補助を行うに変更して欲しい。【理

由】：表現が曖昧で、人によって解釈が変わる

ため。 

９ 第２条（定義）「（１）障がい者」の「相当な」

をカット。※表現が曖昧。人によって解釈が変

わる。「必要な合理的配慮に対しては行政で補

助を行うこと」を追加。 

「相当な」は見た目ではわかりにくい人々が、

自分は「相当な」ではないからと思う人も出て

くると思うから。 

１０ 第２条（定義）「（３）社会的障壁」の解説にあ

る内容、例を明記していただくことを前提と

し、「社会的障壁」の事例に 

・店舗など公共性の強い施設に入室（入口から

入れたとしても）出来ても、トイレがバリアフ

ルで使えない等 

入口の概念が店舗の入り口だけに解釈がなされ

ないような記載の工夫を求めます。 

いただいたご意見は、福祉のま

ちづくりや今後の取組の参考と

させていただきます。 

１１ 第２条（定義）「（３）社会的障壁 解説の、○

事物：通行や利用がしにくい施設、設備等」に

ついて、精神障がい者を配慮した記述が無いこ

とに違和感を覚えます。例えば、成田空港等に

は精神障がい者の存在を意識したカームダウン

スペース・クールダウンスペースが設置されて

いただいたご意見は、福祉のま

ちづくりや今後の取組の参考と

させていただきます。 
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おり、精神的なストレスの緩和に役立っている

ようです。この様に、見た目には気が付かれに

くい精神障がい者の為の施設・設備の充実を希

望します。このことに関連する記載が、１１ペ

ージの表、第９条（合理的な配慮）「（６）医療

又はリハビリテーションを提供する場合」の例

に、「・人が多い待合室では落ち着かない方の

ため安心できるスペースを用意する」とありま

す。この様な記載が、条例全般に渡り必要で、

精神障がい者をはっきり意識した文言であると

良いかと思われます。 

１２ 第２条（定義）「（４）障害の社会モデル」につ

いて 

当事者の意見が取り入れられている部分と、取

り入れられていない部分があると感じる。 

店舗側は「合理的配慮」をしているように見え

るが、せっかくスロープが設置されていても傾

斜が急すぎて、一人では利用できないこともあ

る。車椅子を使っている人と一緒にスロープの

傾斜まで検討して設置すれば、使えないスロー

プが合理的配慮として作られてしまうことはな

くなるので、一度作った設備を使えないことが

わかってから作り直すよりも時間も手間もかか

らずに済ませられる。また、事業者も余計な費

用を掛けずに済むので、結果的に双方にメリッ

トが残るのではないか。 

いただいたご意見は、福祉のま

ちづくりや今後の取組の参考と

させていただきます。 

１３ 第２条（定義）「（６）合理的な配慮」について

…障がいの状況等に応じて、とある「状況等」

を重度の障がい者、軽度の障がい者（目には見

えにくい障がい者）が個々の場面において必要

かつ適切な状況の変更又は調整、と表現を検討

して欲しい。 

【理由】：障がい者は、車いすユーザーなど目

に見える障がいに着目されがちで、まだまだ理

解が不十分です。見た目で判断されてしまい、

嫌な思いをしている人は沢山います。よって、

あえて軽度障がい者、目には見えにくい障がい

者と明記して欲しいです。 

見た目ではわかりにくい障がい

者への合理的な配慮について

は、課題と捉えています。重

度・軽度を含め、障がいの内容

は様々な状況が想定されること

から、原案のとおりとさせてい

ただきます。いただいたご意見

は、今後の障がい者差別解消に

向けた周知啓発の参考にさせて

いただきます。 

１４ 第２条（定義）「（６）合理的な配慮」の「状

況」に障がいの状況（重度・軽度など）を追

加。 

車いす利用者以外でも歩行困難な人々は多くい

ます。しかし、ことばらんどや、ひなた村など

の車いすマークの駐車場に、車いすを使用して

いない歩行困難者が停めると職員から注意を受

けることがあるようです。周りが、見た目で判
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断しないよう「障がいの状況等」よりも障がい

「の状況（重度・軽度など）」にした方が、広

く皆様にわかってもらいやすいと思うから。 

１５ 第２条（定義）「（６）合理的な配慮」について

…社会通念上その実施に伴う負担が過重でない

ものをいう。を、その負担が過重である場合

は、行政が責任をもって行うものとする。に変

更して欲しい。【理由】：過重と判断されてしま

い、結果なにも変わらないのであれば、この条

例は意味をなさなくなるから。 

合理的な配慮については、市、

事業者、市民の責務として、関

係当事者の双方による建設的な

対話を通じて行われるとしてい

ますので、原案のとおりとさせ

ていただきます。 

 

１６ 第２条（定義）「（７）障がいを理由とする差

別」の「障がい者の権利又は利益を侵害する」

とあります。 

最近ですが、新型コロナが５類相当となり、現

状文科省からの通達でリモートでの授業の停止

が言われたことで、持病（難病）により感染に

対して注意を要するがワクチンを打つ事さえ難

しい生徒に対する「合理的配慮」が出席停止と

いう対応がなされ当該生徒の教育を受ける権利

が侵害されることが他県ではありますが起こっ

ています。 

確かに官庁からの通達は大事だとは思います

が、町田市独自でこの条例を制定する動きをし

てくださるのですから、生徒の教育が受ける権

利を侵害されるような方法が「合理的配慮」と

されることの無い条例としていただきたいと思

います。 

いただいたご意見は、担当部署

と共有し、今後の取組の参考に

させていただきます。 

 

 

○第４条～第６条（責務）に対するご意見（５件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

１７ 第４条市の責務について 

商業施設など、館内がバリアフリーになってい

るのに、入り口のドアが手動で、一人では利用

しづらいことがある。バリアフリーを「努力義

務」としているので、一部がバリアフリーにな

っていないことも、行政には問題ないのだと思

うし、事業者も館内がバリアフリーになってい

るから、努力して対応しているということで終

わってしまうと思う。商業施設の案内表示に

も、入口のことまでは明記されていないが、体

の不自由な方も使える施設を作るなら、入口の

部分から開けやすいものにする必要があると思

う。手動のドアは、車椅子だけでなくベビーカ

ーの場合も使いづらい。お年寄りがカートを引

きながら通ったら、けがにつながる可能性もあ

いただいたご意見は、福祉のま

ちづくりや今後の取組の参考と

させていただきます。 
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る。手動ドアをすべて自動ドアにするのは難し

いと思うが、せめて、開けてもすぐに閉まって

しまわないようにするなど、対策はできると思

う。「みんなが住みやすい街」を掲げるのであ

れば、入り口のドアを閉まらないように固定す

るなどの工夫する余地はいくらでもあるはずで

ある。入り口部分を工夫することについては、

普通の人の感覚では気付かないことが多いと思

う。そのため、館内だけでなく入口も整備する

ことを、行政が指導することも検討してもらい

たい。 

１８ 第４条と第５条の最後に、必要な体制を整備す

るためには、必ず当事者の意見を聞かなければ

ならない。と明記して欲しい。【理由】：当事者

の意見を聞くのは、当然だと考えます。 

町田市は、市民協働のまちづく

りを推進し、政策の内容をより

良いものにするために、パブリ

ックコメントや市政要望をはじ

め、広く市民の意見を聴く機会

を設けています。事業の実施に

あたっては、障がい者だけでな

く、高齢者や子ども等、様々な

関係当事者の声を聴いてまいり

ます。 

 

 

１９ 第４条「４市は必要な体制を整備するために

は、必ず当事者の意見を聞かなければならな

い。」を追記。 

第５条「（５）事業者は必要な体制を整備する

ためには、必ず当事者の意見を聞かなければな

らない」を追記。 

施工前、設計段階で多様な障がい者等の意見を

取り入れた方が施工費用はあまり変わらないと

レクチャーを受けている。【ＤＰＩ日本会議

（Ｄｉｓａｂｌｅｄ Ｐｅｏｐｌｅ‘ｓｈｔｔ

ｒｎｔｔｉｏｎａｌの日本支部のようなも

の）】 

例えばマイナンバーカードを使用すればコンビ

ニ等に置いてある複合機で住民票を取得可能と

デジタル省はアピールしているが車椅子利用者

は複合機の形状上、利用できない。他にも銀行

のＡＴＭ等、多く存在する。これらの機器も事

前聞き取りが必要である。ちなみに事前聞き取

りは今から新規に施工されるものや建物、機器

の更新時（大規模修繕等）においてのみ必要と

なる。 

ちなみにＴｏｋｙｏ２０２０の新国立競技場で

は DPI日本会議主導で多様な障がい者団体（１

４団体）が集まり設計段階から意見を出し合っ

て完成させた。同じような成果物は競技場にと

どまらず、電車の車内形状や船舶等～多岐にわ

たり増加傾向にある。 

２０ 第４条 

障がい当事者の意見をしっかりと反映させて

ほしいので、「４ 市は必要な体制を整備する

ためには、必ず当事者の意見を聞かなければな
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らない」を付け加えたらどうか。 

第５条 

 上記と同様に「（５）事業者は必要な体制を

整備するためには、必ず当事者の意見を聞かな

ければならない。」を追記してほしい。 

 バリアフリーやユニバーサルデザインを謳っ

ている事柄は多々見かけるようになったが、実

際には障がい当事者はもちろん、支援者、使用

者にとって使いにくいものも多く見受けられ

る。差別解消に向け取り組んでいただけること

はありがたいが、それが無駄な努力にならない

よう取り組んでいただきたい。 

２１ 第５条と第６条の事業者と市民等の責務とし

て、（１）障害の社会モデル等について主体的

に理解を深める→ってどうなのでしょうか？興

味もない人がどうやって、主体的に理解を深め

るところまでたどり着けるんでしょう？現実味

がなさすぎます。 

障がい者差別をなくすために

は、市民一人ひとりの理解と行

動が不可欠であるため、広く市

民に条例の趣旨を理解してもら

えるように周知啓発をしていき

ます。 

 

○第７条（障がい者等の役割）に対するご意見（１件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

２２ 第７条にあてはまるか分かりませんが、障がい

者に対する思いやりの心を強く求めます。教育

であったり、啓蒙活動であったり。いくら町を

バリアフリー化したところで、障がい者が使え

なければ意味がありません。 

娘が車イスです。車で外出時に優先スペースに

車を停めないと、車イスへの移乗が難しいので

すが、健常の方が停めている事が多く、あきら

める事は日常、とても多いです。私が娘の乗せ

降ろしをしている隣の優先スペースに何の躊躇

もなく車を停めて、スタスタ歩いていく人を見

る度にとても悲しくなります。 

トイレも同じで、バリアフリートイレは数が少

ないのに、好んで使っている健常の方も多いで

す。「その広いスペースが必要な人達がいる」

という事が分かっていないのでは？と思いま

す。 

エレベーターも優先マークの付いている所に並

んでいても、混んでる時に譲ってくれる人は稀

です。 

皆さんが思っている以上にモラルは低いです。

いろいろある障がい者の為の資源が使いやすい

世の中を望みます。 

いただいたご意見は、福祉のま

ちづくりや今後の取組の参考と

させていただきます。 
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○第８条（不当な差別的取り扱いの禁止）に対するご意見（１件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

２３ 前文から第７条までは、目的を達成するための

文で、この内容はこのまま理解するものとし、

第８条・第９条に不当な差別的な取り扱いの禁

止・合理的な配慮の内容、現場において不服な

場合第１０条から第１４条による第三者にゆだ

ね判断を仰ぐ構成と理解しています。 

この内容を実社会の中に如何に市民・事業者に

理解し実践してもらう事が最終目的と思いま

す。そして極力第１０条に至らないよう、条例

施行後市民・事業者に理解を求める事が重要と

考えます。 

そこで、条文に２００２年に公布された「障害

者補助犬法―補助犬の同伴の受け入れを義務化

する法律―」を条文あるいは、例文に記してい

ただき、それを根拠に第８条（不当な差別的な

取り扱いの禁止）第９条（合理的な配慮）の例

文に「補助犬の同伴を拒否してはならない」等

の文言を加えいただきたい。 

最後に、施行後市民・事業者に対し周知徹底の

方策の実行をお願いします。 

※ 新たに事業の許可等の申請時、担当部署よ

り説明し了承後その証として、事業所（店頭）

に掲示するものを渡してはどうでしょうか。

（…条例を「推進、遵守・・・等々」しますと

でも。 

「身体障害者補助犬法」の周知

についても大切なことと考えて

います。具体例の提示などを含

め、いただいたご意見は、今後

の障がい者差別解消に向けた周

知啓発の参考にさせていただき

ます。 

 

○第９条（合理的な配慮）対するご意見（９件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

２４ 第９条の（合理的な配慮）についてです。 

まず、「（７）福祉サービスを提供する場合」を

「（７）福祉サービス・介護保険サービス等」

としてください。 

国の制度また通達により現状権利が奪われてい

る例が散見されています。 

介護保険の適用内容などは著しく、当団体にも

障がい当事者からの介護保険への家族などの対

応、また家族を理由にしたサービス拒否などの

相談があります、これはひとえに高齢者の活動

に対する認識不足及び制限に他なりません。 

介護する側が、障がい者である現状がある以

上、高齢者に対する差別もまた高齢であっても

障がい者に変わりはないので「介護保険サービ

いただいたご意見を参考に、条

例素案の文言を修正いたしまし

た。 
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ス等」を是非追記していただきたいと思いま

す。 

２５ 「（７）福祉サービスを提供する場合」の「福

祉サービス」の後に「介護保険サービス」を追

記。 

 障がい者は介護手段として障がい者介護と介

護保険による介護の２つがあり、それぞれ介護

内容が異なる。例えば外出介護が必要であって

も介護保険による外出介護は不可能となってお

り、散歩等で介護者の助けを借りて外出するこ

とは出来ない。ちなみに障がい者介護では可

能。同じ障がい者であっても「出来たり」、「出

来なかったり」するのはおかしい。 

 本条例に明記することにより介護内容の違い

を解消したい。 

２６ 「（１３）意思の図る場合又は不特定多数の者

に情報を提供する場合」の例に「手話通訳者を

設置する」が抜けている。文字で発信・受信が

できない人への配慮を、常に念頭においてほし

い。 

盲ろう者の通訳・介助者を、ろう者が担うこと

もあるので、主催者側は参加者・介助者に合わ

せた情報保障をしてほしい。 

具体例の例示などを含め、条例

解説の参考にさせていただきま

す。 

２７ 「女性障がい者が出産・子育てを行う場合」も

項目に入れてください。 

合理的な配慮の定義（第２条

（６））において、障がい者の

年齢や性別に応じた合理的な配

慮の提供を規定しています。 

また、出産については第９条

「（６）医療又はリハビリテー

ションを提供する場合」、子育

てについては「（９）保育を行

う場合」に含めていることか

ら、原案のとおりとさせていた

だきます。 

ご意見の趣旨につきましては、

今後の障がい者差別解消に向け

た周知啓発の参考にさせていた

だきます。 

２８ 第９条(合理的配慮)について…女性障がい者が

出産(不妊治療を含む)・子育てを行う場合を明

記して欲しい。【理由】：女性障がい者が子供を

産み育てることへの偏見や情報の少なさに問題

を感じています。 

２９ 第９条の項目に「女性障がい者が出産・子育て

を行う場合」を追加。 

女性障がい者が結婚や出産の話をすることは、

２０～３０年前よりも話しやすくなりました

が、いまだ配慮に欠けていると思います。小人

数ながら女性障がい者が子育てをしている現実

を知っていただきたいので追加を希望します。 

３０ 第９条の合理的配慮の例については、障がい者

の意思をもとに行われる場合が多いと思いま

す。当事者との意思疎通を図る事の重要さが書

かれている「（１３）意思の図る場合又は不特

定多数の者に情報を提供する場合」について

は、（１）から（１２）までの全ての事に通じ

ていると思うので、合理的配慮の例ではなく、

第９条の（１）から（１４）で

は、合理的な配慮を行う場面や

手段を列記しています。「（１

３）意思の図る場合又は不特定

多数の者に情報を提供する場

合」の場面においても、当然に

合理的な配慮を行う必要がある
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第９条の本文の中に取り込めないでしょうか。 と考えるため、場面の列記に含

めています。ただし、様々な場

面において関わることであり、

いただいたご意見を参考に、構

成を修正いたしました。 
３１ 合理的な配慮の内容について「（１）不特定多

数の者が利用する施設（公共交通機関を含

む。）を利用に供する場合」の例、文字情報以

外の案内方法（音声・点字）を用意するとある

が知的障がいのある人のためのコミュニケーシ

ョンボードも加えて欲しい。 

(２)商品を販売し、又はサービスを提供する場

合、（６）医療又はリハビリテーションを提供

する場合も同様。 

１２ページ：「（１２）選挙を行う場合」知的障

がい者向けの選挙公報も用意して欲しい。 

具体例の例示などを含め、条例

解説の参考にさせていただきま

す。 

３２ 障がい者に対する差別や配慮は必要と思いま

す。しかし条例ができることで、障がい者が優

位な立場になることは避けたいです。 

例えばお店で人手がないにも関わらず、障がい

者の入店をお断りした場合は合理的配慮がない

と決めつけてしまうことが善なのでしょうか。

お店側の状況や体制などが考慮されないのはお

かしいと思います。他のお客さんや周りの人々

の手助けが自然発生的に生まれるような社会が

できるよう行政と共に民間企業も巻き込んでい

けばよいと思います。 

この条例は、障がいの有無にか

かわらず、それぞれが対等な立

場で相互理解のもと差別の解消

に取り組み、ともに生きる社会

の実現を目指すものです。いた

だいたご意見を参考に、本条例

の趣旨を周知啓発していきま

す。 

 

○第１０条（相談等）対するご意見（５件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

３３ 第１０条 ２の委託相談機関は、特定相談を受

けたときは、とあるが、差別相談などの呼び名

に変更して欲しい。【理由】：特定相談は、特定

相談支援と間違えやすく混乱してしまうため。 

いただいたご意見を参考に、条

例素案の文言を修正しました。 

３４ 第１０条「特定相談」→日常生活における個別

支援計画など様々な計画との違いをわかりやす

くする為に「差別相談」とはっきりした方がよ

いのではないかと感じました。 

３５ 第１０条 ３の最後に（４）必要に応じて第１

１条のあっせんへの手続きにつなげる、と明記

して欲しい。【理由】：相談を受けただけであっ

せんにつながらないのではないかと危惧してい

る。あっせんにつながらないと、この条例は意

味をなさなくなると思います。 

この条例では、障がいを理由と

した差別に関する相談が発生し

た場合には話し合いにより解決

を図ることを基本としていま

す。しかし、当事者間での解決

が困難な場合に助言又はあっせ

んの手続きなどの解決策を探っ
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ていくことになります。そのた

め、第１０条で「相談」、第１

１条で「助言又はあっせんの申

立て」を分けて規定していま

す。 

３６ １４ページ：障がい者支援センターで差別を感

じた場合はどこへ？ 

障がいを理由とする差別を相談

できる場所につきましては、市

又は市が委託する相談機関が窓

口となって相談を受け付けま

す。 

３７ 差別を罰則するよりも、話し合って解決できる

ような場を作ってほしい。 

この条例では、障がいがある人

に対する差別に関する相談が発

生した場合には話し合いによる

解決を図ることを基本としてい

ます。 

 

○第１１条（助言又はあっせんの申立て）対するご意見（３件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

３８ 第１１条の障がい者及びその家族、後見人その

他当該障がい者を現に保護するもの、とある、

保護を支援に変更して欲しい。【理由】：障がい

者は、保護される対象ではないからです。 

 

第１１条の障がい者及びその家族について、そ

の家族を当該障がい者を現に保護する家族に変

更して欲しい。【理由】：上記の保護を支援に変

更した場合、家族は、支援者とは呼ばないの

で、保護という言葉が妥当だと考えました。 

知的障害者福祉法（第十五条の

二 第１項）の知的障害者相談

員の規定にある「保護」という

文言を引用しているため、原案

のとおりとさせていただきま

す。 

 

３９ 第１１条 

「障がい者及びその家族、後見人その他当該障

がい者を現に保護する者もの」について。 

 障がい児の家族であれば保護という文言でも

良いと思うが、家族以外では保護より支援とし

たほうが違和感がない。（近年では、家族も支

援者と扱う考え方も出てきている）こちらを

「障がい者及び当該障がい者を現に保護する家

族、後見人・補佐人等当該障がい者を現に支援

する者」としたらどうか。 

４０ 第１１条 差別事案に対する助言・あっせん申

し立てについて、「家族等が申立てをしようと

する場合において、当該申立てをすることが当

該障がい者の意に反することが明らかであると

きは、この限りでない」とあるが、誰が「当該

障がい者の意に反している」事を決めるのでし

ょうか。判断基準も設けないと、公正な判断に

相談受付からあっせんの申立て

に至るまでの間に、障がい者本

人の意思を尊重するように対応

してまいります。 
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ならないのではないでしょうか。 

 

○第１４条（勧告及び公表）に対するご意見（１件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

４１ 何処に公表するのか公表場所を明記。（例えば

町田市のホームページ、市民がいつでも参照で

きる場所） 

公表する意味は障がい者等やベビーカー利用者

が事前に状況把握出来るからである。例えば町

田市は定期的に成人健康診査受診券を対象者に

送付しているが、同封されている受診可能病院

の記入されている用紙には車椅子では受診でき

ない病院も含まれている。公表内容を障がい者

等が事前参照出来れば車椅子では受診出来ない

事を事前に判断できる可能性が高い。(事前登

録に問題があるが) 

いただいたご意見は、今後の条

例運用の参考にさせていただき

ます。 

 

○条例全体に対するご意見（３件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

４２ 聴覚障がいに関する内容が少ないように思われ

ました。聞こえないから「文字」に変えればそ

れでよいではなく、受信力も発信力もその方の

育ってきた環境により個人差が大きいです。マ

イナンバーカードに関しても高齢のろう者は内

容を十分理解できていない方もいます。新しい

制度が施行されるときには説明の方法を「文

章」「手話通訳」など選択肢を準備し、障がい

福祉課の呼びかけによる説明会の開催を希望い

たします。 

いただいたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきま

す。 

４３ 条例案の原案から差別解消法に対応したものを

策定ということはわかりますが、障がい者の地

域社会への参加と共生を目指す具体的なビジョ

ンというものがわかりません。これまでの町田

市の福祉のまちづくりの経緯や前提にこだわる

ばかりで、地域を取り巻くさまざまな差別を克

服し改善しようという決意は本当にあるのでし

ょうか? 

そもそも条例原案７条の障がい者の役割の項目

の文面は、障がい者の置かれた差別状況に寄り

添うというより、「差別は町田市ではありえな

いことだから、障がい者は公共の一員として協

力をしなさい」というニュアンスに読めます。 

障がいを持つ本人の立場に寄り添い、それまで

町田市は、年齢や性別、障がい

の有無等にかかわらず、誰もが

身近な地域で支え合い、自分ら

しく生きることができる共生社

会の実現を目指しています。 

障がいがある人の困難や必要な

配慮は、障がいがない人にはわ

からないことがあるという認識

のもと、障がいがある人がその

内容を発信すること、そして、

障がいがある人もない人も協力

し合うことを規定しています。 

また、兵庫県明石市の取り組み

や条例などを含め、いただいた
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の社会の問題を明らかにして、自らを批判する

ことをいとわず改めていくという仕組みが必要

ではないでしょうか。 

その仕組みのために、まず行政が差別をなくす

ための具体的な方策を明確にしてそのための財

源にもとづいた助成・相談の仕組みを作ってい

ただきたいです。兵庫県明石市の条例では、合

理的配慮のための助成や相談（コミュニケーシ

ョンツールやバリアフリーのための設備導入費

等）の仕組みがあるので参考になると思います

が、そうした具体的な方策を明確にした仕組み

を作ってください。 

そして条例原案第１５条の差別解消調整委員会

については、苦情受付のような仕組みになって

いますが、福祉サービス苦情調整事業との区別

がわかりにくくなるように感じられます。単な

るクレーム処理のような仕組みでは差別と向き

合っているとは言い難いです。 

また、この差別解消委員会については市長の諮

問機関の位置づけとなっていますが、臨時開催

のものではなく通年で開催し、継続的に地域で

の差別解消の課題を検討する場にしてもらいた

いです。そして、市長への答申だけではなく、

勧告も行える独立性を確保してもらいたいと思

いますが、それは過大な要求でしょうか。 

加えていえば、差別的事例に関連して、優生手

術などの人権侵害の訴えを聞く場にもしてもら

いたいです。ここで私の友人の当事者の方の例

を挙げます。その方は障がいを持つパートナー

と結婚したものの、結婚相手の親族の意向で優

生手術を受けることに同意せざるを得なくなり

手術を受けました。その後も子どもが作れなか

ったことで夫婦関係は次第に冷えていったよう

で、パートナーの不倫行為により離婚に至りま

した。 

福祉施設はそうした本人の困難に対して十分な

ケアを行っていないようでした。また行政職員

に対してその事実を私から伝えても、忌まわし

く思っても深刻に問題意識を持って対応してい

ただけませんでした。友人は苦悩を吐露しつつ

も、自らの重い喪失体験の無力感から脱する事

が出来ないようでした。 

障がいを持つ人がそうした無力感に陥らないよ

うな差別解消の仕組みを作っていただきたいと

思います。 

ご意見は、今後の取組の参考と

させていただきます。 
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４４ 情報伝達と共有を平等にするため、障がい者の

享有を保証と確保すること。 

【概要】 

・日常生活や社会生活における障がい者の活動

を制限し、社会への参加を制約している社会的

障壁を取り除く必要がある。 

・全ての障がい者がひとりの国民として社会、

文化、経済などのあらゆる情報を充分に取得で

きるグローバルな社会を推進する。 

・自然災害いわゆる地震、水害などを迅速な伝

達かつ周囲の現場で対応する手段として、その

必要とする情報を十分に共有できるインフラ整

備を促進する。 

・全ての障がい者が自立できる暮らしを成すた

めに“自由権的権利”及び教育、労働などの

“社会権的権利”について、平等な享有を考案

する。さらに障害者権利条約に基づく締約国が

取るべき措置を定め、様々な援助及び支援とと

もに相互に人格と個性を尊重し合っていく。 

いただいたご意見は、今後の条

例運用の参考にさせていただき

ます。 

 

 

○条例の理解啓発・周知方法に対するご意見（９件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

４５ 昨年障がい者団体や当事者への聞き取りがあり

ましたが、文章に書いたものを渡されたままで

は自分の気持ちをどうやって書いたらよいかわ

かりません。手話通訳を介し市の担当者が「聞

き取る」という形態に変更してほしいです。 

いただいたご意見は、今後の取

組の参考とさせていただきま

す。 

４６ 町田市民病院での認知症検査時に「文字がある

ので手話通訳は外へ」と言われたことがありま

した。読んで理解できないことがたくさんある

から手話通訳と一緒に受診しています。医療ソ

ーシャルワーカーへの周知徹底をはじめ、町田

市職員、町田市民の方々への理解に向けた取り

組みをお願いいたします。啓発動画などで手話

の必要性を広めてほしいです。 

いただいたご意見は、今後の障

がい者差別解消に向けた周知啓

発の参考にさせていただきま

す。 

 

 

４７ 素案にある解説などを併記して欲しいです。で

ないと、読む方により解釈がどうとでも変えら

れてしまい兼ねないものがあると思います。 

いただいたご意見は、今後の障

がい者差別解消に向けた周知啓

発の参考にさせていただきま

す。 

４８ 回転寿司屋に行った時の事、経験です。私とヘ

ルパーさん２人で来店し人数を伝えました。私

は車いすで生活しています。店内を軽く見た感

じでは玄関近くの席のみ私達が着席できる認識

でした。奥は通路が狭く、私の車いすが入らな

いからです。先客が１名いましたが定員さんは

いただいたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきま

す。 
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奥の空いた席でではなく私達が着席できそうな

方をその人に案内しました。私たちが案内され

るのに更に時間がかかってしまいます。お昼ど

きの忙しい時間帯ではありましたが、もう少し

だけ配慮していただけると私以外の方もスムー

ズに席に着けるのではないかと思います。皆が

より良い生活ができる様にご指導していただけ

ると幸いです。 

４９ 子ども子育て会議で検討している「町田市こど

もにやさしいまち条例」では条例策定に合わせ

て、ガイドブックやリーフレット（小学生・小

中高生・大人向け）が作成される予定になって

います。こちらでは条例毎に趣旨や解説がつい

ていますが、福祉関係に興味が薄い人や文字だ

けでは理解が難しい人もいるので、同じように

ガイドブックを作成してください。用語の説明

やイラストも使用すればこういった人達や子ど

もも理解しやすいのではと思います。（特に８

条・９条の合理的配慮の具体例） 

条例施行に向け、子どもや障が

いがある人にも、本条例の趣旨

が伝わりやすい内容・伝え方を

検討しております。いただいた

ご意見を参考にリーフレット等

の手法も含め周知啓発していき

ます。 

５０ 全体的に見て、とても分かりにくいです。 

町田市子どもにやさしいまち条例のように分か

りやすいリーフレットや子ども向け、知的障が

い者向けのものを作って欲しいです。 

条例で障がい者差別の理解啓発をしてくださる

なら、誰にでも分かる明確な差別以外にも、当

事者が感じる差別、「障がいがあるのにエライ

ねぇ」「障がいがあるから優しくしてあげまし

ょう」（←学校の先生あるある）のようなもの

も差別であることが理解できるようなリーフレ

ットを作って欲しい。紛争解決以前に差別をな

くす方に力を注いでほしいです。 

５１ 条例の内容をわかりやすくまとめたパンフレッ

トなどを作ってほしい。 

５２ 条例の策定に期待しております。一般市民の無

理解・無関心が、何気ないこと→大きな差別に

繋がっていくと思います。理解啓発をこれまで

とは違う切り口で進めて行くことが必要です。

（具体的に思いつかないのですが…） 

（相談等）で、窓口は障がい者支援センターを

想定されていますが、現在の業務にプラスされ

ひっ迫しませんか？相談員としての研修も必要

です。 

蛇足ですが、最近のスーパーは自動レジが増え

て高齢者が戸惑っている様子を目にします。こ

のようなことも合理的配慮の対象になるのでし

いただいたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきま

す。 
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ょうか？ 

５３ バスを降車する際に、割引のために障害者手帳

を運転手に提示していたところ、後ろの乗客が

私を追い抜いて先にタッチして行きました。そ

の乗客が私のリュックにぶつかっていたら本当

に危ない。 

住まいの説明会でろう者のための通訳者がじゃ

まと声がありました。 

住宅のことで相談があり、窓口の職員が筆談で

対応していた時に、ペンでトントンと机を叩い

ていました。怒っているようで原因不明でし

た。耳マークが置いてあるのに。 

耳が聞こえないことを理由に携帯電話の案内を

「時間だから」と断られた。まだ時間があるの

に。 

耳が聞こえないことを理由にアパートを借りる

のを断られました。 

ろう者（高齢者）に万が一が起こるのが心配の

ため、心がけて欲しい。突然倒れる場合のた

め、聴覚障がい者専用のＳＯＳ手話とか文字盤

を壁に貼ってほしい。 

緊急避難情報通訳システム（光・文字・振動・

音で知る携帯型受信機） 

耳マークを置いてほしい。置いていないところ

がある。 

高齢者やろう者の一人暮らしに手話通訳者と巡

回訪問してほしい。 

災害対応マニュアルで聴覚障がい者向け・支援

者向けを作成して欲しい。 

障がいのある人もない人も平等に生活できる社

会をつくって欲しい。（高齢障がい者も含めて

欲しい） 

いただいたご意見は、今後の取

組や障がい者差別解消に向けた

周知啓発の参考にさせていただ

きます。 

 

○上記以外に対するご意見（３１件） 

番号 ご意見の概要 市の考え方 

５４ 誰もが生活したい場所で生活できる権利がある

と思います。 

今回、介護している私たち（父母）が怪我をし

たり、病気になり、また主人の高齢化も加わ

り、障がいのある息子が自由に生活したいとい

う意思を汲み取り私は自宅でヘルパーさんの助

けを借りながらの生活を選びました。 

今までは、居宅介護支援だけを使っていました

が、今回それに重度訪問介護の制度を追加でお

いただいたご意見は、今後の取

組の参考とさせていただきま

す。 
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願いしようと思いましたが、町田市は両方の使

用を認めていないという事でした。 

今まで横浜市のヘルパーステーションを使って

おり、横浜市は両方認めているので町田市にも

お願いしました。 

しかし、どんなにお願いしても両方の制度を認

めてもらえるのは不可能でした。 

ただでさえ、ヘルパーさんになる方が減ってい

る現実に目を向けていない行政だと思います。 

若い子達はなかなか介護職に就こうとしない

で、ますますの人手不足です。 

息子は食事をとるのも難しく１年位かかってや

っと食べさせられるヘルパーさんが育ちまし

た。 

また、永久気管孔になり、お風呂に入れる時

も、少しでも水が入れば死んでしまいます。 

永久気管孔の意味が判らずにその穴にカニュー

レの入った気管孔と同じようにシールを貼り窒

息死させた事故の症例もありました。もう、口

と鼻からは呼吸をしてなく、ただ一つの呼吸の

穴だという事を普通の人達はまだ理解していま

せん。 

そんな危険性をはらんだ障がい者もいるんで

す。 

是非とも、今までずっと世話して下さっていた

ヘルパーステーションを使いながら、夜中の介

護を助けてくれる重度訪問看護ステーションと

の併用を認めて欲しいと思いました。 

国の法令云々よりも、現実的な必要性をみとめ

ている横浜市や相模原市のようになって頂ける

ようにお願いしたいと思います。 

５５ 車椅子用のトイレは割と普及し始めてました

が、なかなかトイレにベットがある施設が少な

いです。 

車椅子に座っている人の誰もがトイレに座れる

とは限りません。 

寝たきりでオムツをしている人もたくさん外出

しています。 

みなとみらいはほぼ全部の建物に介護用の折り

たたみベッドが付いていて、外出しやすいよう

になっています。 

全部のビルとはいいませんが、せめて公共のビ

ルには車椅子用トイレに折りたたみ式ベットの

取り付けを義務付ける様にして頂きたいと思い

ます。 

いただいたご意見は、福祉のま

ちづくりや今後の取組の参考に

させていただきます。 
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５６ 私の長男は身体障がい者手帳を持ち、車いすの

生活をしています。車いす用トイレの増設、ベ

ッド付車いす用トイレの増設を希望します。 

車いすユーザーが一定以上集まる催し、会合

で、車いす用トイレが少なく、トイレが集中す

る時間（休憩時間、昼食前後）には、行列がで

き間に合わないことがありました。 

私の息子が経験したのは 

①町田市民ホールでのイベント、車いす利用者

１５人以上、車いす用トイレ２ 

②公民館での障がいがある人のための学習講

座、車いす利用者５人、車いす用トイレ２ 

③ポプリホール・ひなた村でイベント、車いす

利用者１０人以上、車いす用トイレ２ 

トイレの建物を新たに作って頂きたいとは思い

ますが、それには費用・時間がかかると考えま

すので、例えば簡易的なパーテーションを作

り、ポータブルトイレを置くなど、災害時のテ

ント式トイレなどを各施設に置く、又は事前に

借りれるようにするなどが考えられます。 

さらに息子の場合ですがベッド付トイレが必要

です。（町田一中設置）ベッド付のトイレが見

当たらない場合は、トイレ床に敷物を敷きその

上に寝かせ、ズボン、パンツを脱がせ、トイレ

に座らせます。このような介助は、技術もさる

ことながら腰を痛めることもあります（体重５

７ｋｇ）。できるヘルパーは限られています。

このため、このトイレのある場所にしか外出が

できず、自由に外出はできません。又同性２人

ヘルパーを、外出のたびに派遣していただくこ

とも、ヘルパー不足で不可能です。こちらも費

用、時間がかかると思いますので、簡易的な折

り畳みベッドをトイレわきに設置していただけ

たらと考えます。 

いただいたご意見は、福祉のま

ちづくりや今後の取組の参考に

させていただきます。 

５７ 庁内には赤色ランプが設置されておらず緊急時

の大きな電光掲示板もありません。ろう者・難

聴者等の聞こえない方々への緊急時の対応をし

っかり整備してほしいです。 

いただいた意見は、担当部署と

共有し、今後の参考にさせてい

ただきます。 

５８ 一人暮らしなので急に体調が悪くなった時に緊

急連絡が出来るような設備を付けてほしい。 

いただいたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきま

す。 

５９ タクシー割引券を支給してほしい。 いただいたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきま

す。 ６０ 介護タクシーは普通のタクシーの５倍高いので

割引高くお願いします。 
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６１ それぞれの病院に手話通訳者も入れてほしい。 それぞれの病院で手話通訳者を

設置することは難しいですが、

ご希望に応じて手話通訳者を派

遣してまいります。 

６２ 制定理由に「自分の役割や活躍の機会を得ら

れ」と記載してくださっています。 

記載していただいた文章を拝読し、改めて重度

な障がいがある方が支援を受けながら就労し、

社会に参加をすることは大変意義があることだ

と思いました。 

川崎市では「川崎市重度障害者等就労支援特別

事業」と言う事業で、重度訪問介護サービスと

同じように就労中に支援を受けることができる

ようにしました。 

目黒区が就労支援制度を導入したことは東京新

聞の１面に掲載されました。 

九都県市首脳会議は令和元年に重度障がい者が

在宅就労中に支援を受けられるように厚生労働

大臣に要望を出しました。 

町田市で就労中の支援制度を行っていただくこ

とを提案いたします。 

ぜひ、重度な障がいがある方たちが就労し、社

会参加できる環境にしてください。 

そのためには企業任せではなく就労中の公的な

支援が必要になります。 

支援制度を導入していただけますと町田市がよ

りインクルーシブで魅力的な市になり、条例の

効果が高まると思います。 

いただいたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきま

す。 

６３ 市役所窓口や地域センター窓口での対応におい

て、精神障がい者への対応が不十分な為、利用

が困難になることを度々経験しています。精神

障がい者は、精神的に繊細であることが多く、

煩雑な事務的手続きにストレスを感じやすく、

又、窓口担当者の差別的態度や障がい者への偏

見に敏感なことが多いと思われます。市の窓口

業務を担当する方々への教育を徹底して頂くよ

う望みます。外部講師や当事者を招いて、精神

障がい者への対応の仕方を学ぶ機会を是非、検

討して頂きたいです。 

市職員の障がい理解を深めると

ともに、いただいたご意見を今

後の取組の参考にさせていただ

きます。 

６４ 市の利用しにくい制度として、障害福祉サービ

ス（障害者総合支援法）の「行動援護」が挙げ

られます。精神障がい者は、身体的な障がいが

無くても、本人の努力では日常生活に必要な家

事、外出等々が困難なことが少なからずありま

す。しかしながら、提供されているサービス

は、当事者の「自立支援」に拘っており、あく

いただいたご意見は、今後の取

組の参考とさせていただきま

す。 
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までも一緒に行動する事を強要される感触があ

ります。この事は、精神障がい者のニーズに合

っているとは言えないと思います。精神障がい

者が、より必要なサービスを受けやすくなるよ

うな制度への改善を望みます。 

６５ 保健所の支援体制についても、障がい者への取

り組みとして一層の充実を求めます。他自治体

においては、一人一人の障がい者に、担当の保

健士が配置され、訪問看護サービス等と並んで

日常的な支援を行っているようです。 

いただいたご意見は、担当部署

と共有し、今後の取組の参考に

させていただきます。 

６６ 障がい者への支援体制の充実を図るために、ピ

アサポート活動の促進を望みます。市内の各作

業所や通所施設等に、ピアサポーターを配置す

ること、又、ピアサポーター養成講座の開催な

どを検討して頂けるように期待します。 

いただいたご意見は、今後の取

組の参考とさせていただきま

す。 

６７ 意思疎通の円滑化を図るため、障害者が言語の

選択と相互理解できる環境を推進すること。 

【概要】 

・社会における多様性地域で障害の特性、言

語、文化などの違いにより、生じやすい意思疎

通に関する隔たりがある。 

・目的に応じてバランス良く生かすため、共有

理解を深めるとともに円滑に意思疎通を図るこ

とが極めて重要である。 

・障害の特有のある者が非言語的コミユニケー

ション（手話、身振り、顔の表情などを含む）

を必要とする場合、拒まないように努力する。 

・障害者の声を無視かつ軽視する態度は障害者

に対する不当な差別的取扱い及び合理的配慮の

不提供を意識し、「差別」と規定する。 

・全ての国民が、障害の有無によって分け隔て

られることないよう、相互に人格と個性を尊重

する。 

いただいたご意見は、今後の取

組や障がい者差別解消に向けた

周知啓発の参考にさせていただ

きます。 

６８ 手話は言語として認めること。 

【概要】 

・手話が独自の文法を持つ一つの言語であると

いう認識する上で、手話を使用しやすい環境づ

くりを推進する。 

・手話が音声言語と対等に位置付けられ、あら

ゆる理解と普及するよう、推進する。 

・手話を必要とする者の意思疎通を行う権利が

尊重され、安心して生活することができる共生

社会を実現する。 

・手話への理解度を高めるために障害の有無に

関係なく、手話を幼児の頃から獲得する環境や

（仮称）町田市障がい者差別を

なくし誰もがともに生きる社会

づくり条例では、様々な障がい

がある方への差別の解消や合理

的配慮がなされることを目指し

ています。町田市独自の手話言

語条例の必要性については、今

後の検討課題とさせていただき

ます。 
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地域、周囲への促進を取り組んでいく。 

・手話を保守するための学習取得や研究の推進

を可能にするものとする。 

６９ 全国さまざまな地域で手話言語条例が広がって

います。ぜひ町田市でも制定していただきた

い。手話を使うことで周りの人から偏見される

ことがあるので、市の広報やホームページなど

に簡単な手話表現を記載し、市民に手話という

ものを知ってもらい、音声言語と同等に使う権

利があることを周知してほしい。 

手話言語条例が制定され、もっともっと環境が

改善されることを願います。 

７０ 手話言語条例と情報コミュニケーション支援を

設けてほしい。情報保障が大事な内容です。 

銀行・生命保険などの本人確認は電話対応のみ

となっています。 

電話リレーサービス利用する場合は認められて

いるところもあるが個人情報を言いたくないと

きもある。 

公的機関（病院・警察など）電話で問い合わせ

のところが多い。ＦＡＸ・メールなど対応して

欲しい。 

学校・専門校で手話を学ぶ場（教課として）作

ってほしい、 

お店での対応（電化製品など故障時）筆談など

めんどうくさがっている。対応してくれない。

充分な説明をしてもらえない。 

公的機関（市民病院など）には常時手話通訳者

がいて欲しい。 

全ての場面で情報保障が必要！！ 

７１ 手話言語条例を認めてほしいです。小学校から

「手話」という科目を取り入れて理解を広まっ

ていけたら、手話通訳者という職業も増えたら

うれしいです。どこに行っても手話が言語であ

たりまえな環境を作ってもらいたい。 

７２ 手話言語を要求。情報保障がないので困ってい

る。 

７３ 緊急時の医療受診体制の整備。町田市民病院に

は手話のできる看護師、手話通訳を常時配置し

て欲しい。 

市庁舎内に電光掲示板、赤色灯を増やし、緊急

時に対応できる体制を整えて欲しい。 

いただいたご意見は、担当部署

と共有し、今後の取組の参考に

させていただきます。 

７４ 代理電話サービスを導入して欲しい。 いただいたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきま

す。 ７５ 遠隔手話通訳を導入して欲しい。 
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７６ 遠隔通話サービスを導入してほしい。 

理由 緊急時（病院）で手話通訳者の派遣を依

頼して断られたことがある。夜間の急病の時も

依頼したくてもできない。筆談より情報を細か

く得られる。手話通訳依頼申請が面倒。 

聞こえない人だけでなく、聞こえる人にもメリ

ットがあるのだから、病院、公共施設、市役所

などに広めてほしい。 

７７ 電車内に緊急時のお知らせが電光掲示されな

い。 

会社内の会議でパソコン要約筆記は社員がして

くれるが、意見を出せる状況ではない。どうし

ても遅れるので手話通訳をつけてほしい。 

携帯会社の窓口で筆談をお願いしているのに対

応してくれなかった。携帯会社の案内がわかり

にくい、時間がかかる。 

身体障害者手帳を提示したときに手帳をそまつ

に扱われた。 

都内の障がい者サービスは同一にしてほしい。 

バスの運転手によって対応が違う。 

聴覚障がいは情報・コミュニケーションに１番

困っているので、情報をわかりやすくいつでも

伝えてもらいたい。また逆にろう者の側から意

見を言いやすい環境を作ってほしい。ろう者の

中でも世代間の違いがあるため、お互いに交流

を深めて、手話言語条例を制定して、手話の地

位を高めること、聴覚障がいの理解を広める事

が大事だと思う。 

通訳派遣、緊急時２４時間通訳派遣ができる体

制を考えてほしい。１人担当者を決めてメール

でも依頼ができる等。 

ＵＤトークなど、新しい便利なものもあるが、

それを使えないお年寄りもいる。老若男女対応

してもらえるツールを用意して欲しい。 

いただいたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきま

す。 

７８ パブリックコメント自体にアクセスしやすくし

てほしい。ＱＲコードから回答フォームへ行け

る、など、回答しやすくしてほしい。警察や病

院などの方でも、障がい者への対応に困ってい

るのではないか？手話言語条例が成立したら、

コミュニケーション支援がもっと充実するので

はないか。銀行や保険会社での、本人確認に電

話番号を強く要求されるが、聴覚障がい者には

電話はできないことをもっと広く知ってほし

い。 

いただいたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきま

す。 

７９ 相談や解決するための機関や合理的配慮をする

ために必要な予算を確保してほしい。 

いただいたご意見は、今後の条

例運用の参考にさせていただき
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ます。 

８０ 駅の発券窓口の受付時間が１９時までなので困

っています。健常者は２４時間自動券売機で新

幹線の切符を買える環境にあるのに関わらず、

身体障がい者が新幹線の切符を買える時間が制

約されているのが不公平にあたるのではないか

と考えています。 

仮に身体障がい者の身に何か起きた場合、すぐ

に買えないとなると身体障がい者本人が一番困

るのではないでしょうか。 

せめて窓口の受付時間が終わっても駅員のいる

改札口に発券対応していただくなど、対応方法

を増やしてもらえると助かると思います。 

いただいたご意見は、今後の障

がい者差別解消に向けた周知啓

発の参考にさせていただきま

す。 

８１ 町田市に転入したときに、市役所で対応してい

ただいた方について、身体障がい者が使用する

車の減免について把握している人としていない

人に分かれていました。具体的に身体障がい者

の場合は健常者と違って自動車税が免除される

条件として、車のナンバーが住んでいる地域で

あることマストであり、それは法律にも定めら

れています。それを知らない人がいたので、こ

ちらから説明して聞きたいことを聞くのにかな

り時間を要しました。 

減免制度を知らない身体障がい者もいますの

で、市役所内においてもこういった知識が満遍

なく広がってもらえると助かります。 

市職員の障がい理解及び制度理

解を深めるとともに、いただい

たご意見は、今後の取組の参考

にさせていただきます。 

８２ お手洗いや部屋、会議室、学習室、図書館、病

院などに警報サイレンや電子板を見てわかると

ころに設置して欲しい。 

いただいたご意見は、担当部署

と共有し、今後の取組の参考に

させていただきます。 

８３ 夜遅くに手話通訳を付けてほしい。文字通訳で

もよい。インスタライブのようなもので通訳し

てほしい。 

いただいたご意見は、今後の取

組の参考にさせていただきま

す。 

８４ 聴覚障がいのある会社員が安全に働けるよう

に、会社・市役所などで対応して下さると助か

ります。 

いただいたご意見は、今後の取

組の参考とさせていただきま

す。 

 

 

 


